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セキュリティタウン実験概要

MPMHプラットホーム配下で、街灯にマルチプレフィックスIPカメラ（Panasonic
研究所の試作機）を設置し、以下の３サービス実験を実施しました。

■セキュリティ監視サービス実験

特定の人（警備員、管理組合員）のみがカメラへアクセスし、映像監視およびズーム等のコントロールが可能。
映像を録画保存し、もし事故が発生した場合、証拠映像として利用。

■メンテナンスサービス実験

画像は閲覧しないが、機器のステータス等を監視。保守業者や、機器メーカなどのセンターに接続を想定。ま
た、時刻によるNWカメラのモード変更を実施。

■一般公開サービス実験
プライバシー保護を配慮し、 SP研の「Motion & Face Detect」を活用し、画像変換処理（人や車などにモザイ
ク処理、背景などは通常状態）した映像を一般公開。

■ソリューションのメリットなど

・カメラに複数の役割を持たせることができる（コスト性）

・どこからでもアクセスできる（利便性）

・監視の目を増やすことができる（効果性）

・プライバシー保護を考慮（安全性）

・複数のサービス追加に対応できる（柔軟性）

・直接機器にたどりつける（メンテナンス性）



セキュリティ確保のための考え方

①守るべき空間の認識
境界における壁やゲート

②不正侵入者の識別

住民？泥棒？見た目でわかる？

③正当な権利のない人が監視エリアに侵入

警報警報

④対応
（被害を最小限に）

検知検知 通報通報

抑止効果抑止効果



セキュリティタウンのゾーン区分

セキュリティタウンエリア外セキュリティタウンエリア外

セキュリティタウンエリア内
※今回のポイント

集合住宅・ホームセキュリティ

外部のエリアに比べて監視・対応力が高いエリアのこと

管理レベル：中管理レベル：中

管理レベル：高管理レベル：高

管理レベル：低管理レベル：低

セキュリティタウンと言われるエリアによく見られるサービス

警備スタッフ警備スタッフ
防犯カメラ防犯カメラ

戸別の
システム

警備スタッフの常駐
住民との連携
巡回警備、カメラ監視
通報への対応の早さ

防犯カメラ（屋外設置）
遠隔警備（映像巡回）
映像蓄積システム（証拠）
監視中表示：抑止効果

ホームセキュリティ



住民参加型サービスの導入の意味

Â 住民が参加することで

Â 防犯意識の向上

Â イベント・事件の発見チャンスの拡大

Â 評判や抑止効果の拡大

ゲートや城壁がなくてもより安全なエリアになりそうゲートや城壁がなくてもより安全なエリアになりそう

しかし、いつもタウンに居るわけではないし・・・・・・・・・・・
現場にいるわけでもないし・・・・・・



主な導入効果

Â IPv6を利用したネットワークで、どこからでも参加可能
Â 外部からはプライバシーに配慮した加工をしたものを公開

Â IPv6によって直接カメラに直接アクセスが可能
Â カメラに複数の役割を持たせることができる

Â 監視拠点を増やすことができる

Â 街灯に設置することができてネットワークに接続できる

（監視に参加できる人数） ｘ （監視拠点数） ＝ 効果拡大


